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電気泳動学会四十年の歩みホ

平井秀松村 ・島尾和男料*

本学会の沿革と事業の概要

本学会は蛋白泳動研究会の名称で 1950 年に創立され，公式の発会式が 1950 年 ll f1lC挙行され

ている またその際， 会員Ij (1 95 1 ) が公布された. jJ lj立当時の状況については 「電気泳動研究会設

立経過J (生物物理化学， 1 ・ 52 -54 ， 1951 ) ならびに 「屯気持く勤学会 20 1Fの歩みJ (生物物理化学，

15 ・ 3- 1 9 ， 1970) に記載されてい るが，歴史的 ICln袈な gjl分を ζ 乙 に再録する

rTiselius 装置の製品化と電気泳動研究会の発足 (昭和 24~昭和 25 年)

本装置は昭和 23 年，第 23 回日本生化学会での発表後間もなく東大医学部生化学教室の指導下に

目立製作所で製品化が始め られた 当時水戸工場の牧野勇夫氏(羽目立製作所計 測器事業部長)お

よび篠田慎吾氏らが主として製作にあたり，昭和 24 年 (1949 ) 1 月には HTA 型が，次いで翌 25 年

(1950) 4 月には HTB 裂が市販された.

目立製作所の調査によれば， 翌 26 G下 (1951 ) 6 月 1 EI 現在で 91 カ 所の， 主として医学系の研究

室!C本装置が備えられている

本法の普及l乙伴い問学の士が相集 っ て情報を交換し ， かつ相互のデータ比較に便な らしめるため

実験条件の一応の標準を制定すべきであるという乙とになり，研究会設立が提唱され， その発足の

第 l 回委員会が昭和 25 年 (1950) 2 月 3 EI 東京小石川の目立クラブで開催された 当時本会の事

務的，経済的な而は目立製作所の世話IC ょ っ た

(中略)

との会で設立準備委員会を結成する乙と ， T問lius 電気泳動法標準操作法を検討す る ととなどが

討議された 又本会の名称として藤井暢三日本医大名誉教授， 当 H寺東京逓信病院臨床検査部長の提

唱による“蛋白泳動研究会"を採用することとし，間年 7 月 8 日発会式をかねてその第 1 回研究発

表会が東大医学部で行われたのである

丁度こ の頃， 関西で京大医学部生理学教室の細見泰三氏， 阪大微生物病研究所の深井孝之助氏

(現教授)が中心とな って電気泳動研究会の名称のもとに同様の企画が行われつ つ あ り，又名古屋

地区では名大予防医学教室の岡田 博氏(現教授)を中心とする問機の illiJ きもあ っ た こ とか ら発会

式の席上東西両会の合同が協議され，設立準備委員会を結成， 本会の名称を “屯気泳動研究会" Iζ 

事 A brief history of forty years of The Society of Electrophoresis. 

•• Hidematsu H IRAI，電気泳動学会会長，腿1iìl研究所長， President of The Society of Electrophoresis, 
President, Tumour Laboratory. Kokubunji 185, Japan 

料事 Kazuo SHIMAO， 東京医科商科大学教養部物理学科， Laboratory of Physics, Department of General 
Education , Tokyo Medical and Dental University. Ichikawa 272, Japan 
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統一し，児玉桂三当時東大教授をその会長lζ惟すことなどの提案がなされ，会則が起草された

(中略)

昭和 25 年 (1950) 11 月 25 日 iE気泳部J研究会発会式及び第 l 回研究発表会が東大医学部で開催さ

れ，その席上会長，特別会員の推薦，会則の審議，発効がおとなわれ，その事務室は東大医学部生

化学教室内におかれる ζ となどが決定し，乙乙 K本会の第一歩が踏み出されたわけである (中略)

なお本会の設立経過の概略が機関誌生物物理化学 ( 1 : 52 , 1951 ) に記されている .

本会は又，その機関誌を発行することを決定し， その名称として悠者の提案により“生物物理化

学" 英語名“The Physico-Chemical Biology" が採択されるととにな っ た 現在，生物物理学，生物

物理化学の名称は珍 し く ないが， 当時本誌はその名称を用いた， 少なくとも日本においては最初の

雑誌であると思う との機関誌に“包気泳動研究会雑誌" 現在な ら “電気泳動学会雑誌"の名称

を用い る ζ とを避けた理由は木会の目的を屯気泳動法に限らず，広 く 物理化学的方法を用いた， 生

物学， 医学，化学の研究K指向させたいとする創立者の願望からであった 乙の点会の名称が“篭

気泳動" の名を冠している ζ とについては議論があるが， 木会発生の歴史を物語る利点もあ っ て現

行のままとな っている 機関誌生物物理化学 (季刊)の第 1 巻第 1 号は昭和 26 年 (1951 ) 8 月 30 日

に発行された.“生物物理化学" の名称の意義につ いては児玉会長の本誌創刊の言葉にも述べられ

ている . J

( ~I-' 物物理化学， 15: 3- 19, 1970 より抜粋)

軌道にのった本学会は 20 周年記念総会を迎える ζ とと なる 本総会は学会 40 年史上と く に輝か

しいものであった.本会には Arne Tiselius 教授がその愛媛 Amie さんととも に乙られ，またベノレ

ギー Brugge において Colloquium Protides of the Biological Fl山ds とい う， ζ れもまた Tiselius の

電気泳動法を出発点として結成された団体を主等されている Hu bert Peeters 博士が参加された.

とのこ人の記念講演と 「電気泳動学会 20 年の歩み」と題する平井秀松会長 (1970 年就任)の講演お

よびシンポジ ウム 「屯気泳動法の医学， 生物学への応用」 は生物物理化学 I ~屯気泳動学会創立 20 周

年記念号J (15, No. 1, 1970) にその全文が娼載されている .

1969 年 10 月 3 臼に開催 された 20 周年似賀 |晩餐会における児玉経三前会長の祝辞を下記iζ再録

する

n am very much indebted to Chairman Prof. Dr. Hirai to be invited with my wife to this 
nice dinner party, which was held to celebrate the Twentieth Anniversary of the Society of 
Electrophoresis, and also to thank for the presences of Dr. Tiselius and Dr. Peeters. 
On this occasion 1 myself had the honour to be elected to the Honorary Member of the Society 

Perhaps this might be due to the recognition of my service dedicated to the establishment of the 

S即時ty . Well , twenty years ago, the shortage of foods due to the defeat of war prevailed in 
Japan made it necessary to determine the ∞ncentrat ion of blood proteins. The only method 

known to us at that time was the sodium sulfate method. But , when peace came and foreign 
medical journals came to be-posted, 1 noticed that Tiselius' method had been used in various labs 
in Europe and America , so 1 ordered to Dr. Hirai and Dr. Shimao, who were my assistants at 
that time, to test the method. By the aid of Prof. Dr. Koana of the Department of Physics, Uniｭ
versity of Tokyo, they found out that the method was quite useful for the study of blood proｭ
teins, so that the method was propagated throughou t all medical laboratories and came to urge to 
establish our Society. 

On the occasion of the Twentieth Anniversary of the Society, we appreciate again the big con-
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tribution rendered by Dr. Tiselius and also by Dr. Peeters." 

Keizo KODAMA , M. D. 
The Former President of 

The Society of Electrophoresis J 
(生物物理化学， 15: 2, 1 970 より再録)

電気泳動学会 30 周年記念総会は 1979 年 10 月 iζ平井秀松氏を総会会長として，札幌グラン ドホ

テノレで開催された(記念総会の項を参照)

本会tζ際し 「冠気泳動学会創立 30 周年記念文集」が総ページ数 132 の単行本として発刊された.

38 人から本学会の恩い出や感想がょせられ，きわめて興味深い記録である

また，本会の経紛は組織委員長であ っ た小林邦彦氏の印象記(生物物理化学， 24: 195- 196, 1980) 

IC詳しい

本学会は第 3 回総会 (1952) 以来の会合ごとにほとんど例外なくシンポジウムが行われている .

その主題を一覧してみると ， 医学，血清蛋白質に関連するものがほとんどで， 方法lζ関するものは

散見されるにすぎない.また，シンポジウム κ並んでワークショップが行われるととがあ っ た.そ

の主題は会IC よ っ て異なるが，

第 27 回春季大会 電気泳動分析自動化の現状と問題点(生物物理化学， 21: 273- 288, 1978) 

第 28 回春季大会:分析機器による微量免疫測定法

第 34 回春季大会 A侃nity 技術の実際と展望

など，方法IC主題をおいたものがみ られる

(生物物理化学， 22: 29ト319， 1979) 

(生物物理化学， 28 ・ 343-386， 1984) 

1968 年 6 月 21~22 日の第 19 回春季大会(平井秀松大会長)が札幌で行われたが， 当初予定された

北大教養部の会場を急速近くの藤学園女子大学の講堂lζ変更した . 1学会粉砕/」 を叫ぶ学園紛争の

あおりである . 1967 年から数年にわたった学閤紛争はと乙に記録されてよい社会的事件であ っ た

本学会は電気泳動法の手技を一般に普及する ζ とを目的と して 「電気泳動実験法」 を出版する一

方，夏休みを利用して 「講習会」 を開催した その第 1 回は 1963 年 IC開催さ れ， 今年は第 27 回で

ある .

本学会はまた，研究のいっそうの発展を図るため「電気泳動学会児玉賞」 を設定し， 会員の顕彰

と研究の奨励を行っている

本学会は必要と認めた場合，重要問題についてワ ーキンググループによる 作業を行 っ た その

はしりは ITiselius 電気泳動標準操作法J (生物物理化学 1 ， No. 2 ， 表紙 3， 1952) であろうー主

として島尾和男氏の責任で行われた癒紙電気泳動法につい ても 標準操作法(生物物理化学， 5: 

181-194, 1958) が制定されている 主として阿部正和氏がまとめたものである

「セルロ ースアセテー ト 膜電気泳動法による血清蛋自分画定量法の標準操作法J (生物物理化学，

11: 351-356, 1966) は主として小川恕人氏によ ってまとめ上げ られた.

こ れら三つの標準操作法がまとめて 生物物理化学， 11: 267- 269, 1966 IC記載されている.

「デンシトメータ ー検定用標準フ ィノレム J (生物物理化学， 11: 23- 26, 1965) は 市販デンシ ト

メータ ーの精度検定に用いられているもので，島尾和男氏の作製，検定による標準フィノレムが必要

に応じデンシトメーターの性能の検定に用いられている

セノレロースアセテート朕上の蛋白質の染色K使用される色素ポンソ ーについての検討はワーキ ン

ググループ 「ポンソ一色素検討小委員会」 の手によって行われた 市販品によりまた ロ ッ ト により
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色素の純度が異なるととから，主として井上 勤氏により検討され，標準色素の指定(生物物理化

学， 29: 163- 172 , 1985) が行われた

「酵素結合免疫グロプリン小委員会」は血清酵素 LDH などが血中で免疫クロプ リ ンと結合 し酵

素のアイソザイ ムパタ ー ン K大きな変化を生じ，アイソザイムの定量において重要な問題となる ζ

とから設置された ζの点について上記委員会による検討が主として菅野剛史氏を中心に行われた

(生物物理化学， 30 : 14 1 - 145 ， 1986) .

本学会は第 10 回総会 (1959) の乙ろまではなお会の組織に不安定の要素があり ， とくに機関誌

の発行 lé規則性を欠く ζ とがあったが，以後順調lé i/iJL道にのり， 20 周年， 30 周年， そして今 40 周

年を迎え，十分に安定したレーノレの上を走りつつあ る.喜ぶべき ζ とであるとともに， 一方7 ンネ

リズムの傾向なしとはいえない

児玉会長の 20 年は立派な成長期間であっ た そしてむしろ世襲的に折名された平井秀松会長の

20 年が乙のマンネリズムを産み lil したきらいがある 斬新で意欲的な若い人物の輩/"1， によっ て

Tiselius の電気泳動，治、紙電気泳動，等電点電気泳動， 等速電気泳動など， 目をみはるような方法

に続いて，画期的な新法が生まれる乙とを期待するとともに ， きわめて家庭的な雰囲気の溢れた本

学会のユニークな性格が今後い っそう発揮されんととを願っている .

学会事務所は創立時 1 950 年より 1 964 年 lé至るまでの 14 年関東大医学部生化学教室に白かれ平

井秀松， 島尾和男両氏が事務ならびに機関誌の編集に当たり， 1958 年頃から飯島あき子，多賀弘子

の両氏が事務員として加わった 1964 年， 平井秀松氏の東大より北大への転勤lé伴い，事務所は島

尾和男氏の東京医科歯科大学教養部(千葉県市川市)に移転ー した.そ￠後 1979 年東大医学部第 1

内科教室に移され織田敏次氏が遠藤康夫氏，鈴木宏氏， 佐々木栄子氏の協力で学会事務と機関誌の

編集を行 っ た 1 982 年事務所は麻布獣医科大学家畜衛生学教室(現麻布大学:獣医学部家畜術生学教

室) lé移転，回 "1コ享一氏が責任者を II!}]め，小林貞男，木圧利男の両氏lé 引き継がれ，事務員として

の高石(旧姓関野)敦子，白井久子，斉藤千珠子各氏の協力を得て今日に至っている 機関誌の編

集部については 「生物物理化学の発行」 の項 lé íllJ記のとおりである .

会則と会長

本学会の会則は岩1J1'l時電気泳動研究会会員IJ として 195 1 年 11 月制定された(生物物理化学， 1 ・

52, 1 95 1 ). 本会 IL委員会を誼き，委員会から委員長 l 名，若干名の常任委員が選ばれ，会の実務

を行った 役員の任期は 2 年で改選 ζ とに委員の若干の交代があったが，会長児玉桂三氏， 委員長

平井秀松氏は継続 して選出され重任を続けた

1969 年健康上の耳目吐lで児玉桂三氏は会長を辞し ， 後任に平井秀松氏が選ばれ，継続して重任し ，

今日に至 っている

1957 年には電気泳動研究会を発展的に解消し，屯気泳動学会と改称し，新会則が制定され，評議

員制度が確立した(生物物理化学 ， 5: 195, 1958). 

1987 年 1 0 月岩手県医師会館で開催された第 38 回総会において，本会の役員として， 会長 1 名，

副会長 2 名，詞:ー議員，理事，常務理事各若干名 ， 獄事 2 名を置くという，本会会員IJの特に役員につ

いての大幅な改正を含む改正案が承認さ れ， 1 988 年 4 月 1 日付けで発効した(生物物理化学， 31 

439- 443, 1 987) . 役員の任期は 2 年であり， 1988-1989 年度については評議員 62 名 ， 理事 18 名，

常務理事 7 名，監事 2 名である
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名沓会員・特別会員・功労者 ー
本学会はその発展lζ特別に寄与された方々に名誉会員 ・特別会員 ・ 功労者の名称を贈り，その功

績を讃える 特別会員の制度は 1950 年の電気泳動研究会創設時からであるが，名誉会員の制度は

1965 年に制定され， 1965 年 5 月筆者(平井)の渡欧の機会 IC名誉会員第 1 号として推薦された Arne

Tiselius 博士に推薦状が手渡された以後 1989 年 5 月 1 日までに名誉会員に推薦された方々の氏

名を下表に掲げる

推薦年 氏 名 物故年月日 推薦年 氏 名 物故年月日

1965 Arne Tiselius 1971. 10. 29 1979 IJ、〉て 純 1985. 4.23 

1965 Pierre Grabar 1986. 1. 26 1979 Joachim Kohn 1987. 3.31 

1969 児玉 桂= 1972.10. 1 1979 島薗 !唄雄

1969 H ubert Peeters 1979 中村正二郎 1977. 12. 4 

1979 石井 進 1985. 12. 10 1979 藤井 暢三 1985. 2.24 

1979 ノlサ 1 1 巌 1979. 8.23 1979 宮本 E章 1973. 7.20 

1979 沖中 重雄 1987 有山 3支1え 1988. 4. 14 

1987 佐々木恒孝

功労者の表彰は 1979 年 30 周年記念総会において行われ，故加藤栄美(明日香工業(株))，萱垣

啓(萱垣医理科工業(株))，故雨宮与市(コスモ(株))，服部敬七郎((株)常光) ， 篠田勝幸 ((株)

富士理研)，牧野勇夫，篠田慎吾，彦坂芳郎，白川義雄((株)日立製作所)の諸氏が表彰を受けた.

総会・東部地方会・春季大会

1950 年以後今日に至る学会のリストを付表 1 Iζ示す.

本学会は発会l時以来春には東部地方会を， 秋に は総会を行ってき た が，東部地方会は 1962 年第

13 回を最後に解消し， 1963 年の第 14 回からは春季大会の名となった 40 固にわたるとれらの会

合での発表演題総数は，総会が 1 ， 741 題，東部地方会， 春季大会合わせて 1 ， 302 題である 総会の

演題数は 1961 年以後は 40-70 題を前後し， 平均は約 50 題である.

記念総会

20 周年記念総会は前述のように 1969 年 10 月 2 -3 日，東京野口英世記念会館において第 20

回総会を機に行われた 本会IL Arne Tiselius 教授 (University of Uppsala , Sweden) および Hubert

Peeters 教授 (Colloquim Protides of the Biological Fluids , Brussels, Belgium) の 二人を迎て盛大に

行われた(生物物理化学， 15: 21 - 52, 1970). 

30 周年記念総会は 1980 年 10 月 18-19 日，札幌市グランドホテノレで開催され，特別講演は

Schwick , G 博士 (Behring-Werke， Marburg, FRG) によって行われた(生物物理化学， 24: 121 

148, 1980). SDS-PAGE による蛋白質の分子量決定法の創始者である Osborn ， M. 博士 (Max-Planck 

Institu t, Göttingen , FRG) も招いたが総会直前に参加が中止となった しかし，氏の講演原稿をも

とにした総説論文が寄稿された(生物物理化学， 24: 149- 170, 1980) また α フェ ト プロテイン

のシンポンウムには Fishman ， W 博士および Ruoslahti ， E. 博士 (La Jolla Cancer Research Foun 
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dation , La Jolla , CA , USA) が招かれた(生物物理化学， 24: 195- 196, 1980) 

乙の総会の席上で名誉会員lζ推鶏された方々および功労者として表彰された方々については「名

誉会員，特別会員，功労者」 の項で述べた.

生物物理化学の発行

その発祥については 「本学会の沿革と事業の概要」 に逮べたとおりである 今日までの編集部な

らびに編集責任者は下表のとおり である

巻， 号(年)

(1951)- 3 (1953) 

4 ( 1954)ー10， No. 1(1964) 

10, No. 2(1964) 

10, No. 3(1964)一 19 (1975) 

20 (1 976) - 26, No. 2(1982) 

26, No. 3(1982)-28 (1984) 

29 (1985) - 32, No. 3(1987) 

32, No. 4(1987)ー現在

編集部

東大 ・ 医 ・ 生化学教室

日大 ・ 医 ・ 第三内科

東大 ・ 医 ・ 生化学教室

東医歯大 ・ 教養部

東大 ・ 医 ・ 第一内科

東医歯大 ・ 教養部

東京'字芸大・生物学

東京慈恵医大 ・ 第三内科

編集者

平井秀松 ・ 島尾和男

有賀塊三 ・ 長谷克

平井秀松

島尾和男

織田敏次 ・ 遠藤康夫

島尾和男

井上 勤 ・ 北村元仕

橋本信也 ・ 北村元仕

本誌は創刊より第 19 巻までは編集委員長，編集委員会の制度をもたず， 事実上平井秀松氏，島

尾和男氏長谷 克氏(日大 ・ 第三内科)，多賀弘子氏(東大 ・ 医 ・ 生化学，佐々木研究所)が編

集IC 当たっ た 組織的な編集委員会が出来上がったのは，織田敏次氏が編集委員長となった第 20

巻 (1976) からである 乙の巻の第 1 号 lζ平井秀松会長の辞がある こ ζ に再録して生物物理化学

のあるべき姿を再確認しておきたい

「第二十巻第一号の刊行に当 っ て

電気泳動学会は蛋白泳WJ研究会の名のもとに，昭和 25 年 7 月 8 日，東大医学部において第一回

研究発表会を行 っ たのがその発端である . 同年秋本会は電気泳動研究会と名を改め昭和 32 年には

さら に電気泳動学会と改称，今日 lこ至っているので，昭和 50 年の総会で通算 26 固となった

機関誌 “生物物理化学 The Physico-Chemical Biology-" の第一巻第一号は昭和 26 年 8 月の発

行であるが，当時乙の名を名乗った雑誌はもちろんなかったし， また ， 学界 lζ 乙の名のグノレープも

なかったように思う われわれの考え出した新しい名称であると自負している 乙の名称を採用し

た意義は，本会を創設された児玉桂三先生の創刊の言葉に余すと乙ろなく述べられているので，こ

こ に再録してみよう

「最近の医学，生物学の目覚ましい発展は物理的，化学的測定法の応用 lζ負うと ζ ろが甚だ大き

い ととは万人の認める事実である (中略) ー “生物物理化学"は， 電気泳動研究会の機関誌とし

て発足し，ままに第一号の発行をみたのであるが，その趣旨とする所は，決して電気泳動法という狭

し、一方法のみに視野を置くものではなく，広く自然科学:各分野の衆智を集めて生物学の発展l己資せ

ん とするものである 誌名として“生物物理化学"を採用した意義もままにあるー したがって， 執筆

者，内容の範聞もできる限り広く，偏らないものとして，上述した刊行物としての使命を果たす ζ

とを願ってやまない…」
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そして， 事実乙の趣旨に沿って本会は今日まで努力してき た がしかし，“電気泳動学会"の名

称が電気泳動法を用いた研究のみを対象としているのかのどとき誤解を抱いているおそれもあるの

で，創刊の辞を再録して ζの点をいま 一度再石在認し，会員諸君ならびに一般読者の認識を新にした

いと思う .

学会誌の目的の第一義は， 学会々員の精魂を ζ めた研究成果を正確に記録刊行するととにあろ

う.が， 一方学会の目的には広く一般に学聞を普及せしめる啓蒙の任がある 乙のためには勝れた

綜説，解説など， 広い屑にわたる ， 多くの読者 lζ親しまれる内容をもっととが要求される . この線

IC沿った努力にやや欠けてきたととを自ら反省している.

との目的の達成には衆智を結集する要がある 本誌は今日まで実質的にはきわめて少数の編集委

員にその編集をゆだねてきたが， 乙の度編集委員会を大幅に改組し， 東大医学部織問敏次教授に

編集委員長を引き受けていただき，医，理， 農， 獣医の各分野から総計 20 名の編集委員をお願い

し，斬新な企画と級衝な計画のもとに，今日までややもすれば7 ン不リズム IC陥りがちであ っ た本

誌に，清新な息吹を吹きとんでいただく乙 とにな っ た.

優秀な原著論文が多数寄せられることは本誌刊行の第一の目標である ζれに加え，有用適切な

綜説， 解説を集録し，広 く読者を啓蒙しなければならない 乙のためには機にふれて重要な主題に

ついて，広く世界 lζ演者を求め，格調高いシ ンポジウムを行うことも一法であろう.編集委員をは

じめ， 学会の運営に当たる役員諸氏の果敢なる密闘を切に願う次第である .

ただし，本誌があ くまで学会誌である ζ とを忘れてはならない その本分を越えて商業誌的性格

をおびぬよう厳にいましめる要があろう.前述の「創刊の言葉」は次の一文，即ち 「この種の広範

囲の内容をもっ雑誌では，その範閣の広さの故1(，動もすれば，内容が通俗に流れ， 学術誌として

の面目を失い易いのが常である. 乙の弊に陥るととなく ， 執筆者読者，編集者の非常なる努力を願

う」とあり， I清新な力に溢れた少壮学究の奮起と努力 i乙倹っところ特lζ大なる ものがある」と結

んでいる.文中の“少壮学究"であった私がはたして，児玉会長の意図 lζ沿ってきたかを思えば悦

慌たるものがないではないが， いまなお“少壮"を失ったとは考えていない 新編集委員諸兄とと

もに本誌の刊行に新なる理想を掲げて全力を尽くしたいと決意している.全会員諸兄の努力をせつ

に願いつつ，新しい局面を迎えた本誌刊行のための新編集委員会への激励としたい.

昭和 5 1 年 1 月

電気泳動学会会長平井秀松 」

(生物物理化学， 20: 1- 2, 1976 を再録)

1973 年，生物物理化学は英文論文の投稿を受け付ける ζ とになり，その投稿規定が制定された

(生物物理化学， 17: 106, 1973). 第 18 巻から英文の原著論文が現れはじめ，本誌の国際性がい っ

そう高められてきた

1986 年編集委員長は虎ノ門病院の北村元イ士氏(現緒方医学化学研究所)に交代し今日に至ってい

る.

発行部数は 300 部程度で出発したが，会員数の増加に伴い 1965 年ごろより 1 ， 000 部から 1 ， 500

部 IC増加している。 本誌は国外会員 IC約 10 部， 園内の図書館へ約 40 部が配布されている

本誌の総目次号は第 l 巻 ( 1951)-第 15 巻 (1971) が 1971 年に別冊として，ま た第 16 巻 (1 972)­

第 30 巻 (1986) が 1988 年に別冊として発行された.総目次号 lとは総会， 春季大会の会長と開催地，

それらに際して行われた教育講演， 特別講演， シンポジウム，電気泳動学会児玉貨の受賞論文など

も掲載されている.
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電気泳動法講習会

本学会の一つの活動として 1963 年以来毎年夏休みを利用して講習会を行い，日常的な箪気泳動

法の実技の教育， 普及を行ってきた 本講習会は 2 ， 3 名の責任者が担当し， その時代に合わせて

実習項目を決定し ， 50-100 人程度の講習生を公募し ， 主として担当者の所属する機関から数名の

助手が実習指導者として実技の教育を実施した 実験lζ要す る電気泳動装置およびデンシトメ ータ

ーは電気泳動学会の賛助会員であるこれらの装置のメーカーからの貸与をうけた 付表 2 に見られ

るように ， 1972 年本学会事務所が麻布大学に移されて以来，今日まで講習会場は同大学の講義室と

学生実習室で行われている . 講習会に付随して機器， 試薬等の展示が行われ，初期(第 l 回~第 9

回)には講習会参加費，展示料から所要経費を差し引し、た余剰金は学会経理lζ移され， 小額ではあ

っ たが学会運営の補助の努めを果たした

電気泳動学会児玉賞

本学会前会長児玉桂三先生は 196 1 年 6 月 17 日をもって満 70 歳の誕生日を迎えられたが，乙れを

機に先生は多額の寄付金を本会に提供され， これを優秀な研究者への貨の基金として使用するよう

申し入れられ， 1 96 1 年 11 月山 口における第 12 回総会において“電気泳動学会奨励賞"が設定さ

れた 賞の名称は翌年度からは“電気泳動学会賞" と改称され，さらに 1972 年 IC は児玉先生の逝去

を機IC 電気泳動学会児玉賞と改称されて今日 iζ至っている 基金額は設定以後も児玉先生と児玉家

のご好意により増額され，現在 400 万円である 学会貨は年 l 回学会誌生物物理化学lζ俊秀な論文

を発表した本学会会員中より選んで授与する 選考の方法は“電気泳動学会児玉賞規定"により，

評議員の互選により選ばれた数名の委員より なる選考委員会を構成し， 委員はその年の受賞候補者

の推薦を会員IC 依頼， その推薦に基づき受賞者を選定する.受賞者ーに は1J:状，記念品として児玉先

生の胸像(直径約 12cm のメダノレ式リリーフ)および副賞金一封が贈られる.受賞者はその年の

総会において受賞対象とな っ た研究を受賞講演として報告 し，選考委員会は選考の理由を同総会の

席上で公表する 本学会賞の第 1 回は第 13 回総会において島尾，橘両氏に与えられ， 1989 年が第

28 回の授賞となる 今年までの受賞者を付表 3 に示 した.

電気泳動実験法と電気泳動便覧

本学会の重要な事業のーっとして 「電気泳動実験法」 の刊行ーがある . 実験手技を主体とした著書

?で，実験室でただちに役立つζ とを窓図したものであ り ， 児玉先生の古肴を祝う記念事業のーっ と

して企画された 初版は 1963 年文光堂(東京)から出版され， 当時電気泳動法の手技IC関する系

統的な著書は本書が本邦で唯一のものであったため， 多数の読者に利用されて版を重ね，数年ごと

に下表のように改訂が加えられ今日に至っ ている

版 年 編集責任者または監修者 分担執筆者数総ページ数項目数

初版 1963 平井秀松 ・ 阿部正和 14 361 11 

改訂第 4 版 1967 平井秀松 ・ 阿部正和 ・ 島尾和男 16 443 14 

改訂第 5 版 1974 平井秀松 ・ 阿部正和 ・ 島尾和男 23 503 16 

新版 1989 平井秀松 ・ 織田敏次 28 546 37 
松橋 直 ・ 烏尾和男
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大幅な改訂が加えられたのは 1967 ， 1974, 1989 年であり， 1989 年 IC新 しく加わった項目は全自

動電気泳動法 2 次元電気泳llì!]法，等速電気泳動法， 固定化 pH 勾配等電点電気泳動法， 親和電気

泳動法，プロッテイングなどである.

電気泳動便覧は 1983 年第 3 回国際電気泳動学会の開催lζ 当たって発刊 された編集担当者井上

勤， 多賀弘子両氏l己負うところが大きく，包気泳動実験法改訂第 5 版を補うと ζ ろが多い 市販キ

ッ ト を用いた新法の実施法， 各種電気泳動に用いられる緩衝液の調製法，染色用色素の構造式と性

質， 染色法の一覧などがあり ， 使覧の名にふさわしい総ページ数 89 の冊子として本学会から発行

された

電気泳動法の進歩

電気泳動法の進歩の歴史は電気化学の歴史を遡る乙とに通じるが，それは本学会史の目的ではな

い 今日でいう電気泳動法は Tiselius の電気泳動法lζ端を発すると考えておこう .

電気泳動法の進歩の歴史については

平井秀松冠気泳動学会 20 年の歩み 生物物理化学， 15: 3-17, 1970 

菅野浩電気泳動の発展の歴史 生物物理化学， 21: 151-158, 1977 

井上勤電気泳動実験法小史 新版 電気泳動実験法， 1 - 16 ， 電気泳動学会編， 文光

ユ~，東京， 1989 

などに述べられている .

電気泳動とは溶液中にある荷電体が電場において移動する現象(岩波理化学辞典では荷電体が高

分子物質である場合lζ限り電気泳動の名称を用いている)であ り ， 自民l溶液の場合の方法が Tiselius

法によって代表され，荷主液を合ませるための支持体として， たとえば総紙，寒天，澱粉粒子，ガラ

ス粉末， シリ カ ゲノレなどを用いる単純な電気泳動法がある ー

荷電休が支持体の中を移動する場合，分子筒効果がある場合には荷電体の分子量の差異が強調さ

れて くる。 ζ の典型的な例が澱粉ゲノレ，ポリアクリノレアミ ド ゲノレ (PAG) などの pore slze の小さ

いゲノレを用いる泳動法であり， SDS-PAGE は 高分子物質の分子量測定に欠かせぬ方法とな っ た.

溶液内lζ連続または不連続の pH 勾配を作り，両性電解質がその等電点と等しい pH 領域K停

止する現象を利用したのが， 等電点電気泳動法であり ， pH 勾配を作るのに，いろいろな等電点、を

もっ Ampholine のような両性担体を用いるのが一般であるが両性担体を用いず酸と塩基でアガロ

ースゲノレ内に連続的な pH 勾配をつくる方法が島尾和男氏(生物物理化学， 28: 415-422, 1982) に

よ って提案されている

易動度の異なる数穫の溶質を含む溶液lζ電流を通じると ， 易llì!]度の早いものが先頭を泳動し

(leading ion) ， 最も遅いものが後尾を泳動し (terminating ion) ， それらの間に溶質の空白帯がなく ，

定常状態IC 達すると ， すべての溶質イオ ンが易動度のj闘に並んで等速度で泳動する これが等速電

気泳動法であり isotachophoresis と命名された (Haglund， H_ , 1970)_ 

易動度の異なる A ， B 両荷電体を電場で会合させて化学反応を起こさせたり ， 支持体Iζ 泳動する

荷電体と化学反応(結合)を起こす物質を入れておいて反応させる方法が， 親和電気泳動法 (a節目ity

electrophoresis) と総称される .

抗原 ・ 抗体反応を用いたものにたとえば rocket electrophoresis (Laurell , C_ 8., 1965) があり，支

持体K Con A などのレクチンを含ませておくレクチン親和電気泳動法がある .

抗原ー抗体ないしは酵素ー基質などを電気泳動K よっ て会合させ反応を起乙させる方法を中村正二
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郎氏(1958) は交叉電気泳動法 (cross-electrophoresis) と 呼んだが，親和電気泳動法の範鴎lζ入る

ものであろう.

Tiselius は電気泳動現象を自由溶液中の電気泳動 (free electrophoresis) と支持体を用いる電気泳

動 (zone electrophoresis) IC わけたが，自由電気泳動以外の方法は等速電気泳動法，キャ ピラ リー電

気泳動法，細胞電気泳動法などを除いて，多かれ少なかれ支持体自身ないしは他の物質との反応を

含めての方法なので， Tiselius の 二つの分類法がいまま たリ パイパノレして正しいのかもしれない.

このよ うに電気泳動法の分類にはいろいろな問題があるので， 今後じっくり考えるべき問題で

ある 以下に一般によく通じる名称で各種電気泳動法の主要項目を羅列しておくことにする.著者

名，発表年ともに多くは厳密な意味での最初の記載者ではない わが国への導入はいずれもこの年

号の何年かあととなる.

1 細胞電気泳動法 Abramson, H. A. 1929 

2 Tiselius 電気泳動法 Tiselius , A 1937 

3. 減紙電気泳動法 Koenig, P 1937 

4. 寒天電気泳動法 Gordon , A. H. et al. 1949 

5. 連続漉紙電気泳動法 Grassmann , W. and Hannig, K. 1950 

6. 澱粉ブロック電気泳動法 Kunkel, H. G. 1952 

7. 皇室天ゲノレ免疫電気泳動法 Grabar, P. 1953 

8 澱粉ゲノレ電気泳動法 Smithies, 0 1955 

9. 交叉電気泳動法 Nakamura , S. 1956 

10 セルロ ースアセテ ー ト膜電気泳動法 Kohn , J. 1957 

11 ポリアクリ ノレ アミドケ、ノレ電気泳動法 Raymond, S. et al. 1959 

12. 等速電気泳動法 Konstantinov , B. P. et al. 1963 

13. ディスク電気泳動法 Ornstein , L. and Davis, R. J. 1964 

14 等電点電気泳動法 Vesterberg, O. and Svensson, H. 1966 

15. SDS-PAGE Shapiro, A. L. et al. 1967 

16 2 次元電気泳動法 O'Farrell , P. H. 1975 

17. パルスフィ ーノレド電気泳動法 Schwartz , D. C. et al. 1983 

18. キャ ピラリ ー電気泳動法 Jorgenson , J. W. et al. 1983 

との他lζセノレロースアセテート膜電気泳動法による血清蛋白質分画定量法の全自動化 (Fujimori ，

R. et al. 生物物理化学， 24: 11 - 18, 1980) , 2 次元電気泳動像のデンシ トメ リ ーの 7 イクロコン

ピュ ータによる自動化 (Ohashi ， M. et al. 生物物理化学， 26: 1-6, 1984) などが記録されてよい

方法の進歩であ ろう .

第 3 回国際電気泳動学会の開催と電気泳動に関する国際情勢

第 3 回国際電気泳動学会 Electrophoresis '83 (The 3rd Meeting of International Electrophoresis 

Society) が国際電気泳動学会主催， 電気泳動学会(日本) ， 文部省， 東京都の後援で 1983 年 5 月

8-12 日，東京都新宿京王プラザホテノレを会場として開催された 会長平井秀松氏(北大教授)，組

織委員長橋本信也氏(慈恵医大第 3 内科) ， その他 19 人の組織委員が会の運営lζ当たった.

特別講演 5題，円卓会議 4 題，一般講演 6 1 題，ポスター 59題，出席申込者の人数は約 200 名，

そのうち国外からの参加は約 50 名であった.
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電気泳!IliJ学会四十年の歩み

主た る Session は次のとお りである
' 1. General 

2. Two.dimensional electrophoresis 

3. Cell electrophoresis 

4. Isoenz yme 

5. Isoelectric focusing and isotachophoresis 

6. A伍nity electrophoresis 

7. Application 

木学会の Proceedings は IElectrophores is '83, Editor Hidematsu Hira ij として 1 984 年 ， Walter 

de Gruyter, Berlin より総ぺーシ数 787 ページの大f1?として発刊されている 。 国際電気泳動学会!ま

元来 München の Radola 教授が発行する紙誌 IElectrophores isj (官 IJ刊 1980 年， VCH Verlagsgesellｭ

schaft mbH , Weinheim , FRG 発行)が基幹となって始まったが， Tokyo Meeting 開催時のおもな

幹剖lは Radola ， A. J. (Technische Uni versität, München , FRG) Allen , R. C. (Medical University 

of South Carolina, Charlston , USA), Chrambach , A. (Intstitute of Child Health , NIH , Bethesda, 

USA), Neuhoff, V. (Max-Planck Inst itut, Gättingen , FRG) であった 後乙の学会は分裂し， Radola 

教授は雑誌 IElectrophoresisj の発行を私的立場から継続しており ， 一方， アメリカの Chrambach ，

Allen などを中心とする International Electrophoresis Society が新発足， その o伍cial journa l と

して IApplied and Theoretical Electrophoresisj が ， Prof. C. R. Merill (Rocksville, Bethesda, USA) 

を編集委員長として ， The Macmillan Press Ltd. (Hampshire, UK) から Vol. 1, No. 1, 1 988 が

発刊された 乙の Journal の Editor として， EI木からは平列秀松， 竹尾和典， 武田和 l久各氏が入

ってい る 現在アメリカ，イギリス!(.日本の電気泳動学会と同様の National Society があり，乙れ

第 3 回国際電気泳動学会， 於， 東京京王プラザホテノレ

左から Righetti ， P. G 教授 (Univ . of Milano, Italy), Stathata kos, D. 教授 (Nuclear Res. 
Center “ Demokri tos", Athens , Greece ， 第 2 回国際電気泳動学会会長)， 平井秀松会長，橋

本信也組織委員長， Allen, R. C 教授 (Med . Univ. of South Carolina , SC, USA)，武田和久
組織委員
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電気泳動学会創立 40 年記念誌 (1989)

らの National Society を総合して International Federation of Electrophoresis Society (国際電気泳動

学会連合)が結成される動向にある わが電気泳動学会が 40 周年を迎えるのに比べれば， 欧米の

遅れは著しい.

Federation が結成されればわれわれの学会もそれに加入すべきであろう.そうなると，われわれ

の学会もまた日本電気泳動学会， ないしは電気泳動学会(日本)のような名称とする要が出てきそ

うだ.

平井賞の設定と受賞者

東京で行われた第 3 回国際電気泳動学会は大川公康博士を委員長とする財務委員会の活躍で多額

の募金が行われ，財務委員の厳正な経理事務の処理により， 1 ， 000 万円の余剰金を生じた. 乙れを

基金として「平井賞，日irai PrizeJ が設定された. 基金の産む利子は圏外からの電気泳動領域iζ おい

て著明な業績を上げている学者を受賞者として招待するなど電気泳動に関する国際交流に使用され

る(生物物理化学， 30: 314, 1986). 

第 1 回は Kohn ， J 教授 (University of Surry, UK) がセノレロースアセテート膜を電気泳動 IC 導

入した功績により受賞し，第 36 回春季大会で Cellulose acetate membrane electrophoresis と題して

講演された(生物物理化学， 31: 177-190, 1987). 

第 2 回平井賞は Vesterberg， o. 博士が等電点電気泳動法創始の功績により受賞し，第 37 回春季

大会で Isoelectric focusing method と題して講演されたー

第 3 回受賞者は 2 名で 1 名は Markert ， C. L 教授 (North Carolina State University, NC, USA) 

であり，荻田善一教授を会長とする第一 39 回春季大会(富山市)で Isozyme and electrophoresis と

題して受賞講演が行われた他の 1 名は B何 Hansen ， T. C. 教授 (University of Copenhagen, 

Denmark) で竹尾和典教授を会長とする 電気泳動学会創立 40 年記念総会(山口市)で受賞講演が

行われる予定である.

来し方行方

来し方の 40 年， 本学会がどのように歩み来たかを振り返ってみた よくも乙乙まできたという

満足感があると同時K ， 41 年自に入ったとれからを如何にすべきかという希望と不安が交錯する .

敷かれてきた路線の延長線上を歩み続けるだけでは物足りないという想いは多くの会員の抱く反省

とあせりであろう.

本学会は家族的雰囲気を楽しんできたし，新しい方法の展開に目を見はってきた.

50 年前の Tiselius の方法の誕生が本学会を設立させた その後等電点電気泳動，ポリアク リ ノレ

アミドゲノレによる分子筋効果の導入， LDH 化学構造の解析からのアイソザイムの概念の確立など，

電気泳動法の果たしてきた役割は誠に大きい これらは“飛躍的"発展のように見えるが，実は発

見者逮の連続した思考と，どろにまみれた手の産んだ所産である

次代を背負う若い会員達の手と頭脳が，本学会の行方を決定することになろう ー 研究IC楽しみを

覚えつつ， なりふり構わぬ勇敢な前進を期待してやまない
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電気泳動学会四十年の歩み

付表1. 電気泳動学会総会 ・ 東部地方会・春季大会 , 
回 大 会名 年月 日 会長 会 場 滋i題数 抄録掲放誌、

第 1 回 研蛋白究泳動会 1950. 7. 8 児玉桂三 東大 23 Vo1. 1, No. 1, 55 ('51) 

総 会 1950.11. 25 児玉桂三 東大 38 Vo1. 1, No. 1, 64 ('51) 

東部地方会 1951. 6. 9 杉本良一 東京慈恵医大 13 Vo1. 1, No. 2, 128 ('52) 

第 2回総 会 1951. 11. 11 深井孝之助 阪大 21 Vo1. 1, No. 2, 132 ('52) 

東部地方会 1952. 6. 14 石田 二郎慶大 24 Vo1. 1, No. 3, 205 ('53) 

第 3 回 総 会 1952.11. 22 沖中 重雄東大 22 Vo1. 1, No. 3, 215 ('53) 

東部地方会 1953. 6. 13 宮本 E章東京医歯大 21 Vo1. 2, No. 1, 307 ('54) 

第 4 回 P42V地1，)、 会 1953.11. 28 杉本良一 東京慾恵医大 23 Vo1. 2, No. 1, 317 ('54) 

東部地方会 1954. 6. 19 石川 窓、夫千葉大 25 Vo1. 2, No. 2, 153 ('55) 

第 5 回総 会 1954.11. 13 前川孫二郎京大 33 Vo1. 2, No. 4, 295 ('55) 

東部地方会 1955. 6. 4 石井 進 験農林場省家畜衛生試 15 Vo1. 2, No. 4, 310 ('55) 

第 6 回総 会 1955. 11. 20 石田 二郎慶大 20 Vo1. 3, No. 1, 63 ('56) 

東部地方会 1956. 6. 16 有山 登順天堂大 17 Vo1. 3, No. 2, 147 ('56) 

第 7 回総 会 1956.1 1. 7, 8 吉田 長之徳島大 47 Vo1. 3, No. 3- 4, 183('56) 

東部地方会 1957. 6.23 荒谷真平東京医歯大 18 

第 8 回総 会 1957.11. 8, 9 有賀 棟三 日大 21 Vo1. 4, No. 3-4, 55 ('58) 

東部地方会 1958. 6. 14 石井 進農林省家畜衛生試 14 Vo1. 5, No. 2, 77 ('58) 
験場

第 9 回 会 1958. 10. 3, 4 山村雄一九大 50 Vo1. 5, No. 3-4, 109('58) 

東部地方会 1959. 6.27 高田 蒔東邦大 17 Vo1. 6, No. 2, 127 ('58) 

第10回総 会 1959. 9.26, 27 堺 哲郎新潟市大和デパー 56 Vo1. 6, No. 3, 185 ('60) 
ト

東部地方会 1960. 6.11 大里俊吾飯坂温泉湯香里荘 20 Vo1. 7, No. 1, 26 ('60) 
ホーノレ

第11回 総 会 1960. 9. 2, 3 宮本 王章 東京都和敬塾 37 Vo1. 7, No. 2, 75 ('60) 

東部地方会 1961. 6.17 三輪清三千葉大 17 Vo1. 8, No. 1, 77 ('61) 

第12回 総 会 1961. 11. 8, 9 中村正二郎湯田市山口県医師 40 Vo1. 8, No. 2-3, 101 ('62) 
会館

東部地方会 1962. 6. 9 石井 進農林省家畜衛生試 14 Vo1. 8, No. 4, 155 ('62) 
験場

第13回 総 会 1962.10. 18, 19 戸塚忠政信大 42 Vo1. 9, No. 2, 115 ('63) 

東部地方会 1963. 5.25 児玉桂三 聖路加国際病院 13 Vo1. 9, No. 3- 4, 267 ('63) 

第14回総 会 1963. 9.27, 28 乾 成美岐阜市養心会館 49 Vo1. 10, No. 2, 95 ('64) 

春季大会 1964. 5.23 有賀 椀三 日大 14 Vo1. 11 , No. 1, 1 ('65) 

第15回 総 会 1964. 11. 13, 14 三好和夫徳島市徳島ホーノレ 61 Vo1. 11 , No. 1, 27 ('65) 

春季大会 1964. 5.29 土屋 豊 )1頂天堂大 30 Vo1. 11 , No. 3, 207 ('66) 

第16回総 会 1965.11. 5, 6 三輪清三千葉大 44 Vo1. 11 , No. 4, 277 ('66) 

春季 大 会 1966. 4. 8, 9 4、J1! 恕人 国立遺伝学研究所 26 Vo1. 12, No. 2, 72 ('67) 

第17回総 会 1966. 11. 1, 2 富田 仁京都教育文化セン 46 V 01. 12, N o. 3, 118 ('67) 
ター

春季大会 1967. 5.20 伊藤 斉野口英世記念会館 39 Vo1. 13, No. 1, 1 ('67) 

第四回総 会 1967. 10. 6, 7 赤井貞彦新潟市イタリヤ軒 50 Vo1. 13, No. 2, 81 ('68) 

春季大会 1968. 6. 1 阿南功一野口英世記念会館 41 Vo1. 13, No. 4, 231 ('68) 

第四回 総 会 1968. 10. 4, 5 村上 元孝金沢大 57 Vo1. 14, No. 1, 21 ('69) 

春季大会 1969. 6.21 平井 秀松札幌市藤学園 39 Vo1. 14, No. 3, 209 ('69) 

第20回 総 会 1969. 10. 1, 2, 3 平井秀松野口英世記念会館 42 Vo1. 14, No. 4, 295 ('70) 

春季大会 1970 . 5.23 太中 弘 " 34 Vo1. 15, No. 3, 181 ('71) 

第21回総 会 1970. 11. 6, 7 中村正二郎 字部窒素保健会館 38 Vo1. 15, No. 4, 267 ('71) 

春季大会 1971. 5.22 土屋 豊野口英世記念会館 34 Vo1. 16, No. 2, 87 ('71) 
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電気泳動学会創立 40 年記念誌 (1989)

付表 1 つづき

回 大会名 年月 日 会長 会 場 演題数 抄録掲載誌

第22回総 会 1971. 10. 21 , 22 大池弥ニ郎 背館森リンゴ商業会 58 Vol. 16, No. 3, 173 ('72) 

巻季大会 1972. 5.20 田中 亨ー 野口英世記念会館 33 Vol. 17, No. 2, 81 ('73) 
第23回総 会 1972.10.21 , 22 熊原雄一 阪大 37 Vol. 17, No. 4, 241 ('73) 

春季大会 1973. 5. 19 河合 忠野口英世記念会館 34 Vol. 18, No. 1, 1 ('73) 
第24回総 会 1973.10.19 ， 20 福岡良男 宮城県医師会館 45 V ol. 18, N o. 3, 159 ('74) 

春季大会 1974. 5. 18 坂岸良克野口英世記念会館 43 Vol. 19, No. 1, 7 ('74) 
第25回総 会 1974.10. 26 ， 27 山崎附一朗 久留米市民会館 45 Vol. 19, No. 3, 187 ('75) 

春季大会 1975. 5.17 村越康一 野口英世記念会館 46 Vol. 19, N o. 5, 379 ('75) 
第26回総 会 1975.10.24， 25 増田 正典京都産業会館 70 Vol. 20, No. 2, 119 ('76) 

春季大会 1976. 6. 18, 19 大川| 公康野口英世記念会館 44 Vol. 20, N o. 4, 299 ('77) 
第27回総 会 1976. 10.28， 29 ， 30 赤井貞彦新潟県民会館 53 Vol. 21 , No. 2, 89 ('77) 

春季大会 1977. 5.27, 28 島尾和男 野口英世記念会館 43 Vol. 21 , No. 4, 289 ('78) 
第28回総 会 1977.10. 27， 28 ， 29 中村正二郎 山口市民会館 61 Vol. 22, No目 1 ， 39 ('78) 

春季大会 1978. 6目 2， 3 松橋 直野口英世記念会館 54 Vol. 22, No. 3, 199 ('79) 
第29回総 会 1978.10. 26， 27 ， 28 馬場茂明兵庫県中央労働セ 64 Vol. 23, No. 1, 39 ('79) 

ンター

春季大会 1979. 6. 1, 2 阿部正和 野口英世記念会館 68 Vol. 23, No. 3, 223 ('79) 
第30回総 会 1979.10.18， 19 ， 20 平井秀松札幌グランドホテ 51 Vol. 24, No. 1, 19 ('80) 

ノレ

春季大会 1980. 6. 6, 7 井上 !IJ 野口英世記念会館 53 Vol. 24, N o. 3, 227 ('81) 
第31回 総 会 1980.1 1. 27, 28 平山 千里鳥取大 58 Vol. 25, No. 1, 15 ('81) 

春季大会 1981. 6. 5, 6 織田 敏次野口英世記念会館 51 Vol. 25, N o. 3, 185 ('81) 
第32回総 会 1981. 10. 30, 31 荻田 善一 富山県教育文化会 61 Vol. 26, No. 2, 93 ('82) 

館

春季大会 1982. 6. 4, 5 小林貞男 野口英世記念会館 50 Vol. 26, No. 1, 1 ('82) 
第33回総 会 1982. 10. 29, 30 長島秀夫岡山衛生会館 47 Vol. 26, No. 4 ('82) 

春季大会 1983. 5. 8 平井秀松京王プラザホテノレ 12 Vol. 27, No. 2 ('83) 
第34回総 会 1983. 10.22 ， 23 菅野剛史浜館松市青年婦人会 30 Vol. 27, No. 5 ('83) 

春季大会 1984. 6. 8, 9 吉田 光孝野口英世記念会館 39 Vol. 28, No. 2 ('84) 
第35回 総 会 1984. 11. 15, 16 原 三郎久留米市石橋文化 31 Vol. 28, No. 5 ('84) 

センター

春季大会 1985. 6. 7, 8 問中 事一 神光奈会川館県立箱根観 54 Vol. 29 , No. 2 ('85) 

第36回総 会 1985. 10. 5, 6 菅野 浩新潟大学教養部誠 47 Vol. 29, No. 5 ('85) 
笠

春季大会 1986. 6. 6 , 7 北村 元仕野口英世記念会館 50 Vol. 30, No. 2 ('86) 
第37回総 会 1986. 10. 17, 18 高月 清 熊館本市産業文化会 37 Vol. 30, No. 5 ('86) 

春季大会 1987. 6. 5, 6 奥山 典生野口英世記念会館 58 Vol. 31, No. 2 ('87) 
第38回総 会 1987.10.23， 24 伊藤 忠一岩手県医師会館 55 Vol. 31, No. 5 ('87) 

春季大会 1988. 6. 3, 4 遠藤康夫野口英世記念会館 32 Vol. 32, No. 2 ('88) 
第39回総 会 1988. 10. 13, 14 谷内 昭 北海道厚生年金会 54 Vol. 32, No. 5 ('88) 

館

春季大会 1989. 6. 1, 2 荻田 善一 富山県民会館 30 Vol. 33, No. 2 ('89) 
第40回総 会 1989. 11. 9, 10 竹尾和典 山口県教育会館 43 Vol. 33, No. 5 ('89) 
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付表 2. 電気泳動法講習会 • 
回 会期 会場

第 1 回 1963. 8.21~23 東大 ・ 薬

第 2 回 1964. 8. 6~ 8 東大 ・ 薬

第 3 回 1965. 8. 5~ 7 北大 ・ 医

第 4 回 1966. 8. 4~ 6 東大 ・ 薬

第 5 回 1967. 8. 3~ 5 東大・薬

第 6 回 1968. 8. 1~ 3 京大 ・ 薬

第 7 回 1969. 8. 7~ 9 山口大 ・ 医

講習生数
主な実習項目

講義' 実習

140 

20 

56 

84 

46 

11 

55 泌紙電気泳動法， 寒天電気泳動法

分画別抽出法，デンシト メトリー

80 セルロースアセテート朕電気泳動法

免疫電気泳動法(セルロース ア セ テ ート，寒天)
分画別抽出法，デンシ トメト リー

60 セノレ ロースアセテート膜電気泳動法

免疫電気泳動法(セルロース アセテート，寒天)
分画別抽出法， デンシ トメトリー

84 セルロースアセテート膜電気泳動法

免疫電気泳動法(セノレロ ースアセテ ート， 寒天)
LDH アイソザイムの分析法 (寒天)

18 分画別抽出法，デンシ トメトリー

セルロースアセテート膜電気泳動法

免疫電気泳動法(セノレロースアセテート，寒天)
デンシトメ トリー， Ouchterl ony 法

84 セルロースアセテー 卜膜電気泳動法

免疫電気泳動法(セノレロースア セ テート，寒天)

LDH アイソザイム分析法 (寒天)

デンシトメ ト リ ー ， Ouchterlony 法

80 セノレロースアセテート朕篭気泳動法

免疫電気泳動法(セルロースアセテ ート， 寒天)
Disc 電気泳動法

デンシ ト メ トリー， Ouchterlony 法

Immunodiffusion , Immunoelectrodiffusion 

第 8 回 1970. 8. 5~ 7 東京医歯大 ・ 医 ー 59 Disc 電気泳動法

第 9 回 1971. 8. 5~ 7 阪大 ・ 医

第10回 1972. 8. 3~ 5 麻布公衆衛生
短大

第11回 1973. 7.26~28 麻布公衆衛生
短大

セルロースアセテート膜電気泳動法

Partigen 法

寒天免疫電気泳動法
Immunoelectroendosmosis, セノレロースアセ
テート膜免疫電気泳動法
Ouchterlony 法

132 セルロースアセテート膜電気泳動法

アイソザイムの電気泳動分析

免疫電気泳動法

|血清蛋…一析
Cross electrophoresis による Australia 抗
原の検出

PartIg聞によ る IgG の定量

65 血清蛋白質のカラムクロ 7 トグラフィーによる
分函法と包気泳動および免疫電気泳動分析

血清リポ蛋白質の電気泳動分析

42 免疫電気泳動法
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電気泳動学会創立 40 年記念誌 (1989)

付表 2 つづき

講習生数
回 会 期 会 場 主な実習項目

講義本 実習

第12回 1974. 7. 幻-25 麻短布大公衆衛生 61 セルロ ースアセテート膜電気泳動法による血清
蛋白質の分析

免疫電気泳動法による血清蛋白質の分析

第13回 1975. 7.22-24 麻短布大公衆衛生 59 A伍n ity chromatography による血清蛋自分画
の分取

篭気分泳析!IìIJ法によ る血清蛋白質および分取した分
画の

免疫分電気泳動法による血清蛋白および分取分画
の析

第14回 1976. 8. 5- 7 麻布公衆衛生 62 セノレロ ースアセテー清ト朕蛋電白気質泳動分法析および免疫
短大 電気泳動法による血 の

アイソザイム (LDH. A1Pase) の君主気泳íf9J分析

第15回 1977. 8. 2- 4 麻短布大公衆衛生 60 セノレロースアセテー ト膜免等疫電等点電分点、商分法画およびセ
ノレロースアセテ ー ト朕 法

軍事天免疫電気泳動法

セルロ ースアセテー ト膜電気泳動法

第16回 1978. 8. 1- 3 短麻布大公衆衛生 60 セルロ ースアセテー ト膜電気泳動法

A1P アイソザイムの電気泳動分析

軍事天免疫電気泳動法
LDH 7イソザイムの電気泳動分析

第17回 1979. 8. 9-11 麻環布境獣保医健大 ・ 61 セルロースアセテ清ート膜質電気分析泳動法および免疫
固定法による血 蛋白の

交分差析 (および双頭交差)免疫電気泳動法による

アガロ ース電気泳動法による HDL- コレステロ
ーノレ定量法

第18回 1980. 8. 7-9 麻布大 ・ 環境 61 セノレロ ースアセテート膜電気泳動法および免疫
保健 電気泳動法

酵素抗体の作製と免疫電気泳動法による検定

酵素抗体訟によ る IgE の測定

第19回 1981. 8. 6- 8 麻布大 ・ 環境 65 等動電法点、電気泳動法とセノレロ ースアセテート膜泳
保健

結合酵素免疫クロプリンのHおよびL鎖の同

定 SDS ・ ディスク泳動法(含分子量測定)

第20回 1982. 8. 5- 7 保麻健布大 ・ 環境 60 ポ リ アクリルアミドゲノレディスク電気泳動法

ポ リ アクリノレアミドゲノレスラプ電気泳動法

セルロ ースアセテ ー ト膜電気泳動法 ・ 免疫電気
泳動法

等速電気泳1M法 ・ 等fiS点電気泳動法

第21回 1983. 8. 4- 6 保麻健布大 ・ 環境 60 Protein electroblotting method 

リポ蛋自分画脂質染色法 ( コレステローノレ)
セルロ ースアセテート膜電気泳動法(含デンシ
ト メトリ ー)

免疫電気泳動法

第22回 1984. 8. 2- 4 保麻健布大 ・ 環境 60 2 次元電気泳動法

セルロ ースアセテー ト膜電気泳動法(合デンシ
トメトリ ー)

免疫電気泳動法
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電気泳動学会四十年の歩み

付表 2 つづき

ま時習生数
回 会期 会場 主な実習項目

講義・ 実習

第23回 19お. 8. 8-10 麻布大 ・ 環境 60 電気泳動Iζ及lます諸因子の検討 (セルロ ースア
セテ ート 膜)保健

第24回 1986. 7.24-26 麻布大 ・ 環境
保健

第25回 1987. 7. 30-8. 1 麻布大・環境
保健

第26回 1988. 7.28-30 麻布大 ・ 環境
保健

第27回 1989. 7.27-29 麻布大 ・ 環境
保健

E電気泳動像の染色の検討(色素，銀および金染
色)

二次元電気泳動とプロッティング技法

59 セルロースアセテート朕電気泳動訟による血清
蛋白質の分闘定霊法

電気泳動IC 関する基礎的実験(I). (IT) 
免疫電気泳動法

60 セノレロースアセテー ト膜電気泳動法による血清
蛋白質の分画測定量法

免疫電気泳動法による血清蛋白質の分析
電気泳動IC関する基礎的実験

32 セルロ ースアセテート膜電気泳動法による血清
蛋白質の分画定量法
免疫電気泳動法による血清蛋白質の分析

緩衝液のイオン強度が血清蛋白質分画像および
易動度に及ぼす影響の検討

緩衝液の pH が血清蛋白質分画像および易動
度iζ及ぼす影響の検討

SDS-アガロースゲJレ電気泳動法による蛋白質
の分子サイズの測定

62 セルロ ースアセテ ー ト膜電気泳動法による血清
蛋白質の分画定量法
免疫電気泳動法による血清蛋白質の分析

緩衝液のイオン強度が血清蛋白質分画像および
易動度に及ぼす影響

等速電気泳動法および等電点電気泳動法による
血清宣言白質の分析

事 第 7 固までは実習を受講せず， 講義のみを受講する講習生を採用したが，第 8 回からは全員が講義，実

習の両方をうけるようにした
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年度

1962 

1963 

1964 

1965 

1966 

1968 

1969 

1971 

1972 

1973 

1974 

1975 

1976 

1977 

1978 

1979 

1980 

1981 

1982 

1983 

1985 

1986 

1987 
1988 

1989 

回

第 1 回

第 2 回

第 3 回

第 4 団

第 5 回

第 6 回

第 7 回

賀18 回

第 9 回

>ino回

第11回

第12回

第13回

第14回

!:f! 15回

第16回

第17回

第18回

第四回

第20回

第21回

第22回

第23回
第24回

第25回

第26回
第27回

第28回

受 賞 者

男
也
松
介
彦
郎

一
夫
昭
し
竪
忠
し

一
典
消
道
三
也
史
朗
朗
郎
明
良
動
雄

m早
晩
典
的
仕
出
居
住
敬
彦
総
し
久

夫
三

介
雄

和
敏
秀
俊
貞
二
字
和
な
千
な
善
和
守
信
信
剛

一
一
司
茂
正
卯
一
苅
邦
地
(
望
年
な
和
出
版
泰

之
辰

正
者
者
崎
洋

尾
井
田
井
村
中
好
内
当
山
合
当
国
尾
刀
国
本
野
崎
附
律
相
一
切
槻
上
口
藤
森
本
口
村
林
山
鍋
橋
岡
崎
間
藤
柳
沢

品
偽

平
右
赤
中
田

三
谷
該

平
河
該
荻

竹

高
福
西
橋

菅

山
漆
新
馬
大
井
栢
加
藤
池
水
北
小
奥
只
大

戸
該

武
法
林
被
戸

林
岸
田
賀

原
小
坂
菰

古

郎
男
克

三
貞
良

俊i包

電気泳動学会創立 40 年記念誌 (1989)

付表 3. m気泳動学会児玉:u受賞者一覧

受賞講演演題

「デンシ トメトリーに関する考察」

「泌紙電気泳動法における分函抽出法について」

「ネズミ JI主水焔の特異蛋白質について」

「澱粉ゲノレ免疫電気泳動法」

「癌患者のI飢波蛋白像」

「交叉泌紙fE気泳動法」
「伝貧馬における血清蛋白質の研究」

fJ血液蛋白病ないし蛋白病と電気泳動法」

「血病 aーグロプリンの免疫電気泳動的研究J

「肝疾忠と免疫グロプ リン」
fM蛍白血症」

「的l清隣家アイソザイムの逃伝生化学的研究」
「ディスク泳動法による諸酵素の活性染色法 特IC フォスフォラーゼに
ついて」

「骨髄腿蛋白の生物学的活性」
「等EG点分聞による血消蛋白酵素の分析的研究」
「αー フ ェトプロテインの生化学的研究」

「ヒ トリンパ1*の細胞~U:3-<t泳動的研究」
「醇系結合性免疫グロプリン lζ閲する 研究」

「血泉リポ蛋白の代謝に関する研究」

「フェリチンに関する研究」

「ヒ ト アミラーゼアイソザイムの治伝学的研究」

「二次元77 ィニティ電気泳動法による酵素の研究J

「自動電気泳動装置 (AES) の開発とその1主義」

「唾液蛋白及び酵素遺伝殿、織の電気泳動法による検出と遺伝学ならびに
法医学的忠義」

「電気泳動訟を用いた血清酵素異常の臨床的解析に関する一連の研究」
「ニワ ト リの多量休免疫グロプ リ ンについて」

「組織蛋白質の検索表のための二次元1G気泳!IliJ
蛋白質<.ノプとポ リ ペプチド7 ップ 」

f< イクロコンピュータ ーを用いたセルロースアセテート膜二次元電気
泳動法 11: 1刻する一連の研究」

「レクチン私!和電気泳動ー抗体親和l jl~写によるヒト αーアェ ト プロテイ
ンの分雌検山とその臨床応用」
「肝疾患およびヨ ー クザック艇場における AFP のZ主義
ーと く にレクチン親和電気泳動法による分析ー」

「急性の Hypoxia における心筋ならびに血液の LDH-， CK-isoenzyme 
の変化」
fWestern blotting 法による蛋白質の解析」
f< ススクリ ーニングからとらえた酵素結合免疫グロプ リンの臨床的研
究J
「前立腺特;足抗原とくに r-Seminoprotein ICついて」
「アガロースゲノレ等屯点電気泳動ー支持体中の液流を中心としてー」
「ア ノレカリ性ホスファターゼ研究の進歩」

「アポリポ蛋白質測定の臨床的主主義， とくに電気泳動法による分析を中
心lζ」
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